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あぁ、アタック２５
　　長い歴史を持つ朝日放送のクイズ番組「アタック２５」がこの秋に放送終了するという悲しいニュースが先日流れました。昔は多かった視聴者参加型のテレビ番組の数少ない生き残りであっただけに大きく落胆した人も多いことでしょう。
　
この私め、過去に２度「アタック２５」の予選会に参加したことがあるのですが、筆記試験であえなく撃沈、文学や歴史の問題は割と回答できたのですが、自然科学や化学、芸能や映画の問題はことごとく外したのが敗因と分析しています。もし、本選に出場したらボーイスカウトの制服で出場し、全国のスカウト仲間に勇気を与えようと張り切っていた気概だけは、どうかみなさんご理解くださいませ。
　
さて、これまでのテレビ界のクイズ番組を振り返るドキュメント番組があり、その中で「アタック２５」の問題作成スタッフ（予選会の会場でも会った）が特集されていました。問題を作るのもなかなかセンスのいる大変な仕事だそうで、何が一番大変かというと、「必ず誰かが答えることのできる問題」にしなければいけないとのことでした。問題に誰も答えられなければ番組が進行しないからです。知識を競うだけでなくパネルの取り合いがこの番組に魅力だからです。
　
ところで、私たち指導者もスカウトに対して「必ず誰かができる」プログラムを与えているかどうかということを考えさせられます。難しくマニアックなことを要求していないか、個人の拘りが強すぎないか、個々の課題やプログラムが目的でなく、どういう風に展開するのが魅力的かという視点は常に忘れてはいけない点であります。本選に出て制服でブラウン管に登場することもありませんでしたが、小さな追跡サインをこの長寿番組からもらったような気がしています。

◆行事報告
◆行事予定
　◇　9月26日　　活動振興大会
◆各種研修予定　インフォメーション
　この秋も各種指導者訓練等が多く実施されます。積極的な参加は必ずスカウトのために生かされます。
　★　１０９８回ボーイスカウト講習会　１０月１７（日）　
　　・その他の日程で、他地区での開催もあります。詳しくはコミッショナーまで
· セーフ・フロム・ハーム研修　　１０月３日（日）　午後　若竹センター
· 組指導者講習会　１０月３１日（日）　香櫨園市民館　
· 部門別プログラム研修　１１月２３日（祝）
◆インフォメーション
９月４日にオンラインでアーストライブの説明会がありました。アーストライブとは、気候変動を始めとする、持続可能な社会実現のための課題に取り組む環境教育プログラムです。環境に優しく、健康的なライフスタイルに向けた習慣の定着を推進しながら、自然とつながって持続可能な環境を守ることを目指しています。私たちの日常生活やスカウト活動が、日本だけでなく世界の環境に対して影響をあたえることを確認できる、世界スカウト機構（WOSM）が提供する世界共通の取り組みです。日本連盟のホームページにはその隊長用ガイドなどの情報もありますので、新年度の年間プログラム作成の際に活用してください。また、地区では取り組みに差が出ないようにラウンドテーブルや定形外訓練で取り上げる方針です。

　ボーイスカウト×ユニクロ 難民支援衣料回収プロジェクト（2021年秋シーズンが始まりました）、詳しくは日本連盟のホームページをご確認いただきたいのですが、これはボーイスカウトとユニクロの社会連携プログラムです。この春の取り組み事例として日本連盟のホームページに西宮９団が紹介されています。コロナ禍の中でも工夫次第で取り組むことのできるプログラムです。ぜひみなさんの団でもご検討ください。

◆　次回ラウンドテーブル令和３年１０月９日（土）   19:30〜　市民交流センター（予定）　
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